
本校は，平成１６年１０月に地域に根ざしたマイ

スター型リーディングテクニカルハイスクール

として指定を受けた。マイスター型というのは，

地域・産業・地元区との協力・連携により技

術・技能を身につけ，体験的学習を通して，正

しい職業観を育成する取組みである。

本年に入り，建築科として，何か地域と連携

した取組みができないだろうかということで，

「木造耐震診断」の実施を検討した。

この取組みは，都内ではこれまで行われてい

なかった。だが，数年前から他県の建築科を設

置するいくつかの学校で取り組まれるようにな

り，現在では，少しずつ取り組む学校が増えて

きており，また，取組みの内容も，多岐にわた

るようになった。一例を挙げると，千葉県の市

川工業高校では，課題研究などで「木造耐震診

断」を勉強し，その成果を市川市民を対象とし

た公開講座や現地調査などに発揮している。ま

た，宮城県では，「世代継続する地震に強いま

ちづくり委員会」というものを，県の建築士会

が中心となって立ち上げ，建築の専門家・行

政・工業高校の三者が一体となった「耐震診断」

の取組みを行っている。

こうした事例を参考にしながら，本校でも地

元の区民（江戸川区）を対象とした「木造住宅

耐震診断」を実施することになった。

１．はじめに
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そこでまず，江戸川区のほうへ協力の依頼に

行った。区民を対象とした取組みでもあるため，

区の理解と協力を求めた。都市開発部住宅課長

に，本校で，区民を対象に「木造住宅耐震診断」

を実施したいという話をしたところ，江戸川区

も是非協力しましょうと，協力の快諾が得られ

た。そして，「産・官・学共同による取組み」

が，区のほうから提案された。その後何回かの

打ち合わせを経て，具体的な実施内容を，①全

体講演会，②耐震チェックコーナー，③耐震相

談コーナー，④耐震工法・装置の展示コーナー

という４つの構成で行うことになった。こうし

て，東京都内の工業高校では初めてとなる「木

造耐震診断」の公開セミナーが，平成１８年８月

２３日（水）に本校で実施される運びとなった。

〈実施概要〉

・実施日：平成１８年８月２３日（水）

・時　間：午前８時３０分受付，９時開始，

午後３時終了

・場　所：東京都立葛西工業高等学校

・内　容：

①全体講演会　　　 ９：００～１０：１０

②耐震チェックコーナー

午前の部　　　　　 １０：２０～１２：００

３．「木造住宅耐震診断・夏の公開セミナー」

２．江戸川区に協力依頼
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午後の部　　　　　 １３：００～１４：４０

③耐震相談コーナー １０：２０～１５：００

④耐震工法・装置の展示コーナー

１０：２０～１５：００

・参加者：約８０名

・後　援：江戸川区

・協　賛：（社）東京都建築士事務所協会

江戸川支部

葛西工業高校「木造住宅耐震診断・夏の公開

セミナー」と題した今回のセミナーは，江戸川

区の後援，（社）東京都建築士事務所協会江戸川

支部の協賛をいただき，実施することができた。

内容面はもちろんのこと，参加者の募集などに

も協力をいただき，当初考えていた規模よりか

なり大きな規模で実施することができた。

全体講演会は，参加者の防災に対する意識付

けを目的に行い，見学者を含め，約８０名の参加

があった。はじめに本校校長より，「産・官・

学共同による社会貢献活動の意義」と題して，

学校として地域と連携した取組みができないだ

ろうかということを考え，工業高校の特性を生

かした「木造耐震診断」を建築科が実施するこ

とになった。また，学校単独では活動が限られ，

なかなか広範な活動ができないところ，江戸川

区や建築の専門家の協力により今回のような大

きな取組みになった，などの話をしてもらった。

（写真１）

続いて，江戸川区の住宅課長より「江戸川区

の耐震化の現状と今後の取組み」と題した講演

をいただいた。「耐震化」に対する取組みは，

各行政によって開きがあり，２３区の中でも江戸

川区は取組みが進んでいる方だという話であっ

た。たとえば，耐震改修を促進するための助成

金制度は，江戸川区の場合，介護認定を受けた

世帯で最高１００万円まで助成できるということで，

また，耐震診断の調査も建築士事務所協会に委

託して，無料で行っているため，昨年は，年間

で３００件を超える診断を行ったということであ

った。（写真２）

次に，日本大学非常勤講師で工学博士の八島

伸良氏に「耐震診断と補強方法」と題した講演

をいただいた。地震の起こるメカニズムや過去

の地震の被害状況，特に木造住宅の倒壊件数が

圧倒的に多いということ，さらに建物のどの部

分が弱くて倒壊するのかといった話を通して，

耐震診断や耐震補強の必要性を話していただい

た。講演の中で，実物模型を使った耐震実験の

模様が映り，耐震補強をしたものとしていない

ものとの比較実験で，震度６強の地震で補強し

ていないほうの建物があっという間に倒壊する

と，場内からは驚きとため息の声がもれた。

（写真３）

全体講演の最後に，私から「工業高校におけ

る耐震診断の今後の取組み」と題して，今回の

セミナー実施に至る経緯や工業高校建築科とし

て，木造耐震診断にどう取り組んでいくか，ま
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写真１　本校校長の話

写真２　江戸川区住宅課長の講演



た，その取組みをどう社会貢献活動へとつなげ

ていくかといった話をさせてもらった。こうし

て全体講演会が終了した。

全体講演会の後は，「耐震チェックコーナ

ー」，「耐震相談コーナー」，「耐震工法・装置

の展示コーナー」の３つのブースを設け，それ

ぞれのコーナーを受講・見学する形式にした。

「耐震チェックコーナー」では，参加者がそ

れぞれ持ちよった自宅の図面をもとに，本校の

建築科生徒を中心に，日本大学の学生にも協力

をもらい，パソコンによる木造住宅の耐震診断

チェックを行った。（写真４，５）

「耐震相談コーナー」では，（社）東京都建築

士事務所協会江戸川支部の方々に，実際の耐震

改修の方法やその進め方などの相談に対応して

いただいた。「耐震工法・装置の展示コーナー」

では，各企業が開発した耐震工法のパネル展示

や実際の装置の展示を行い，参加者に自由に見

２６

写真３　八島講師の講演 写真５　日本大学の学生と参加者

写真６　耐震工法・装置の展示

写真７　耐震工法・装置の展示

写真４　本校生徒と参加者

学してもらった。（写真６，７）

本校にとっては，「耐震チェックコーナー」

をメインに置いて取り組んだ。江戸川区内の木

４．地域と学校の交流の場となった
「耐震チェックコーナー」



造住宅に住む住民１４名が自宅の耐震チェックを

行った。本校の生徒と日本大学の学生が，参加

者の自宅図面を見ながら「ここには壁がありま

すか？」，「この壁は柱が見えてますか？」，

「屋根は瓦を使ってますか？」などと入力事項

を質問し，参加者がそのつど答えながら入力を

進めていき，最終的に建物が震度６強の大地震

にもつかどうかの判定を行うというもので，参

加者も，役所や業者と違って相手が高校生や大

学生ということで，気楽な気持ちでなごやかに

対話していた。

肝心の診断結果は，参加者の約８割の自宅が

「倒壊の可能性がある」あるいは，「倒壊の可能

性が高い」という結果になり，参加者だけでな

く対応した生徒達も，現存する建物のもろさに

今更ながら驚いていた。この原因は，今回参加

した住民の自宅がおもに昭和５６年以前に建てら

れた住宅で，昭和５６年というのは耐震基準が変

わった年で，それ以前の住宅は新耐震基準では

耐力的にもたない住宅が多いとされているため

である。

生徒が参加者に「専門の業者や区のほうに相

談されたほうがいいですよ。」と話しかけ，参

加者も「家に帰って，家族と話し合って業者に

相談してみます。」と答える光景などもみられ，

生徒が何かひとまわり大きくなったようで，頼

もしく感じられた。生徒達にとっても，自分た

ちの学んだ耐震診断が社会の役に立っていると

いうことを，おそらく実感できたはずである。

今回の実施にあたっては，報道関係の取材が

多数あった。朝日・読売・日経・東京の各新聞

社のほか，地元の葛西新聞や建築系の専門新聞，

防災ビデオ製作会社からも取材依頼があり，ま

た，東京都の教育庁報でも取り上げられ，当日

朝のNHKの「おはよう日本」でも，生放送で紹

介された。（写真８）

５．今後の取組み

今，耐震偽装問題等で，社会的に関心のある

「耐震診断」を取り上げ，しかも工業高校生が

取り組んでいるということに，マスコミ各社が

大きな関心を寄せていて，今後の工業高校の取

組みにも期待していることを痛感する。

本校でも，今後「木造耐震診断」の内容を授

業に取り入れながら，さらにステップアップし

た取組みができればよいと考えており，具体的

には，①「公開セミナー・公開講座の定着」，

②「小中学校や町会を対象とした出前授業」，

③「希望者に対する現地調査」などが考えられ

る。また，こうした取組みを限られた特定の学

校だけが実施するのではなく，教員を対象とし

た「木造耐震診断」の研修会なども行った上で，

各地域にある工業高校で実施することができれ

ば，お互いのネットワークも生まれ，より広い

地域で木造耐震診断の活動が展開されるわけで，

現に少しずつ活動が広がっている。近年になり，

３０年以内に首都圏に直下型大地震が起こるとい

われているが，地域の防災は地域全体が取り組

まなくてはならない問題である。そのための地

域の防災意識の向上に，工業高校における「耐

震診断」の取組みが少しでも役に立てればとの

思いで，今後も取り組んでいきたい。

２７

写真８　ＮＨＫおはよう日本
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